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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月26日(2016.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレス通信の少なくとも物理レイヤプリアンブルを受信するように構成された受信
機であって、前記プリアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを
示す第１のフィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、前記信号
フィールドの変調の回転が前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示し、および前記プ
リアンブル中のフィールドがバイトまたはシンボルでペイロードのまたは前記ペイロード
と前記プリアンブルの長さを示し、ここにおいて、前記プリアンブル中の前記フィールド
は、前記拡張フィールドとの関係で、前記長さをバイトでまたはシンボルで示す、受信機
と、
　前記第１のフィールドが、前記プリアンブルが前記拡張フィールドを含むことを示すと
き、前記通信の残余の受信をアボートするように構成されたプロセッサとを備え、
　マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または送信ビームフォーミング（Ｔｘ－
ＢＦ）が使用されるとき、前記信号フィールドの変調の回転は前記プリアンブルが前記拡
張フィールドを含むことを示し、
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリ
アンブル中の前記フィールドはバイト数のインジケータとして解釈され、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザアグリゲートメディア
アクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリア
ンブル中の前記フィールドはシンボル数のインジケータとして解釈される、装置
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【請求項２】
　ワイヤレス通信の少なくとも物理レイヤプリアンブルを受信することであって、前記プ
リアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを示す第１のフィール
ドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、前記信号フィールドの変調の
回転が前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示し、および前記プリアンブル中のフィ
ールドがバイトまたはシンボルでペイロードのまたは前記ペイロードと前記プリアンブル
の長さを示し、ここにおいて、前記プリアンブル中の前記フィールドは、前記拡張フィー
ルドとの関係で、前記長さをバイトでまたはシンボルで示す、受信することと、
　前記第１のフィールドが、前記プリアンブルが前記拡張フィールドを含むことを示すと
き、前記通信の残余の受信をアボートすることとを備え、
　マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または送信ビームフォーミング（Ｔｘ－
ＢＦ）が使用されるとき、前記信号フィールドの変調の回転は前記プリアンブルが前記拡
張フィールドを含むことを示し、
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリ
アンブル中の前記フィールドはバイト数のインジケータとして解釈され、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザアグリゲートメディア
アクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリア
ンブル中の前記フィールドはシンボル数のインジケータとして解釈される、
　ワイヤレス通信の方法。
【請求項３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレス通信の少なくとも物理レイヤプリアンブルを受信するための手段であって、
前記プリアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを示す第１のフ
ィールドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、前記信号フィールドの
変調の回転が前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示し、前記プリアンブル中のフィ
ールドがバイトまたはシンボルでペイロードのまたは前記ペイロードと前記プリアンブル
の長さを示し、ここにおいて、前記プリアンブル中の前記フィールドは、前記拡張フィー
ルドとの関係で、前記長さをバイトでまたはシンボルで示す、受信するための手段と、
　前記第１のフィールドが、前記プリアンブルが前記拡張フィールドを含むことを示すと
き、前記通信の残余の受信をアボートするための手段とを備え、
　マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または送信ビームフォーミング（Ｔｘ－
ＢＦ）が使用されるとき、前記信号フィールドの変調の回転は前記プリアンブルが前記拡
張フィールドを含むことを示し、
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリ
アンブル中の前記フィールドはバイト数のインジケータとして解釈され、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザアグリゲートメディア
アクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリア
ンブル中の前記フィールドはシンボル数のインジケータとして解釈される、装置。
【請求項４】
　実行されたとき、装置に、
　ワイヤレス通信の少なくとも物理レイヤプリアンブルを受信することであって、前記プ
リアンブルは、前記プリアンブルが拡張フィールドを含むかどうかを示す第１のフィール
ドを含み、前記第１のフィールドが信号フィールドを備え、前記信号フィールドの変調の
回転が前記拡張フィールドが含まれるかどうかを示し、前記プリアンブル中のフィールド
がバイトまたはシンボルでペイロードのまたは前記ペイロードと前記プリアンブルの長さ
を示し、ここにおいて、前記プリアンブル中の前記フィールドは、前記拡張フィールドと
の関係で、前記長さをバイトでまたはシンボルで示す、受信することと、
　前記第１のフィールドが、前記プリアンブルが前記拡張フィールドを含むことを示すと
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き、前記通信の残余の受信をアボートすることとを行わせる、命令を記憶し、
　マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または送信ビームフォーミング（Ｔｘ－
ＢＦ）が使用されるとき、前記信号フィールドの変調の回転は前記プリアンブルが前記拡
張フィールドを含むことを示し、
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザ非アグリゲートメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリ
アンブル中の前記フィールドはバイト数のインジケータとして解釈され、および
　前記第１のフィールドが、前記ワイヤレス通信がシングルユーザアグリゲートメディア
アクセス制御プロトコルデータユニットのためのものであることを示すとき、前記プリア
ンブル中の前記フィールドはシンボル数のインジケータとして解釈される、
　コンピュータ可読記憶媒体。
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